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付議・報告部課      

令和３年７月３０日 

会議結果報告書（行政経営戦略会議） 

１ 日時及び場所 

令和3年7月30日（金）午前9時～ 本庁舎4階大委員会室 

２ 出席者 

産業振興課 金井課長、黒澤主査、綿崎主任主事 

３ 件名 

白井市産業振興ビジョンの方向性について 

４ 会議結果 

■ 案のとおり決定する。 

□ 一部修正の上、決定する。 

□ 継続して検討する。 

□ 案を否決する。 

□ 報告を了承する。 

５ 会議内容 

・計画期間は原則10年とあるが令和4年から10年ということか。 

→総合計画を推進するための個別基幹計画で、総合計画と期間を合わせるべきであるこ

とから、今回は4年で次からは10年の期間とする。 

・異なる分野の事業間の連携とは何が考えられるか。 

→農業と観光を組み合わせた施設や高齢者・障がい者の雇用などが考えられる。 

・実施計画事業として取り組むとあるが、新たに策定するのか。 

→新たに策定せず、総合計画の実施計画事業として行い、本ビジョンに沿って定期的に

見直していく。 

 

（指示） 

・本文中の表現を、「産業振興ビジョン」に合わせて整理すること。 

・SDGsを意識した文言を入れること。 

・本ビジョンを推進することで事業間連携を進めること。 

備考 会議内容を簡潔に記載すること。 
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年 月 日

件　　　名

計画の概要
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要する事項）

部内会議や関
係課等との調
整結果（主な
意見・懸案事

項）
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市民参加
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参考情報

年代 全ての年代 場所 市内全域

白井市産業振興ビジョンの方向性について

【役割・位置づけ】
・白井市産業振興ビジョン（以下「ビジョン」という）は、第5次総合計画の個別基幹計画に
位置付けられており、総合計画で掲げられた将来像を産業面から達成するために必要
な政策の方向性を示す産業分野全般の指針であり、白井市産業振興条例第4条第2項
の規定により定める。
【計画期間】
・令和4～7年（4年間）。
・原則10年間の計画とし、基本計画の期間である5年毎に定期見直しを行う。
【計画体系・方向性】
・ビジョン全体の構成は、全体ビジョンに基づき、農業・商業・工業・観光のそれぞれの分
野別ビジョンと、これに沿った基本方針を定める。
・基本方針により具体的な施策や取組みを検討し、実施計画事業としてこれらを実施す
る。
・ビジョンに沿った各個別事業は実施計画事業であるため、進行管理については産業振
興ビジョンの中で行わず総合計画の実施計画上で行い、産業振興ネットワーク（諮問機
関）に報告する。
・ビジョンの中間年度（5年毎）にはそれまでの取組みの見直しを行うとともに、最終年度
に取組の総括を行い、それを踏まえ次期ビジョンの策定を行う。

ビジョンの方向性について（検討フロー、計画期間、全体像）

令和 3 7 30

付議書（行政経営戦略会議）

部課名  市民環境経済部産業振興課

【部内会議】
部内会議において、これまでの経緯や産業振興ネットワークとの関係についての
質疑、付議書や資料の文言について修正意見があったため対応し、了承され
た。

有無 方法（時期） 項目 有無 方法（時期）

R3.8　　産業振興ネットワーク会議　諮問（素案について）
R3.8　　産業振興ネットワーク会議　答申
R3.9　　議員全員協議会（報告）
R3.9　　パブリックコメント
R3.12　産業振興ネットワーク会議　付議（案について）
R4.1　　産業振興ネットワーク会議　答申
R4.2　　ビジョンの決定

無

有 議員全員協議会(R3年9月) 広報・ＨＰ等 有 ＨＰ(R4年2月)

無 報道発表

スケジュール

0 千円 （うち特定財源 千円）

有 産業振興ネットワーク会議(R3年8月、12月、R4年１月)、パブリックコメント(R3年9月)

公開 非公開 部分非 時限非 まで）



白井市産業振興ビジョンの方向性について 

１ 役割と検討フロー等 

１．役割と目的 
 

■産業振興ビジョンは、白井市第５次総合計画で掲げられる将来像である「ときめ

きとみどりあふれる快活都市」を産業面から達成するために必要な政策の方向性

を示すものであり、市の産業分野全般の指針です。 

 

■白井市第５次総合計画（前・後基本計画）における産業分野の施策を、実施計画

の個別事業に落とし込むにあたり、外部環境の変化や白井市の特徴を、経済セン

サスなどの統計資料に基づいて分析した上で、必要な政策の方向性を検討するこ

とで、より大きな政策効果を見込みます。 

 

■農業・商業・工業・観光といった異なる分野の事業間の連携を促すことで、産業

全体で政策効果の極大化を図ります。 

 

 

 

２．策定のための検討フロー 

 
検討フロー 内容 

(1)内外の環境分析 白井市に影響を与えうる外部環境の変化（少子高齢化

と人口減少社会やグローバル化の進展など）と、白井

市の産業の特徴（産業構造、地域資源など）を分析し、

現状と課題として整理する 

(2)全体ビジョンの設定 (1)の内外の環境分析結果を、各産業の望まれる姿と

して整理し、白井市の目指すべき全体ビジョンを設定

する 

(3)分野別ビジョンと基

本方針の設定 

(2)で設定した全体ビジョンを実現するために必要

な、産業分野別のビジョンとその基本方針（政策の方

向性）を検討する 



２ 位置づけ 

産業振興ビジョンは、白井市産業振興条例の第 4 条第 2 項に規定される「市は、

産業の振興に関する施策を計画的かつ効率的に実施しなければならない」ものとし

て定めます。 

また、本市の行政運営を総合的かつ計画的に推進していくための最上位計画であ

る白井市第５次総合計画を推進するための個別基幹計画に位置づけられています。 

そのため、個別の施策や取組については、土地利用等の基本的な方針を定める「白

井市都市マスタ プラン」をはじめとする他の個別基幹計画と整合性を図り、実施

計画事業として取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

白井市第５次総合計画 

（基本計画） 

白井市産業振興条例 

 

白井市産業振興ビジョン 

【各種関連計画】 

・白井市都市マスタープラン

・白井市地域福祉計画 

・白井市環境基本計画  

など

実施計画事業 

（具体的な施策・取組） 



 ３ 計画期間等 

産業振興ビジョンは総合計画の産業分野における基幹計画であるため、その計画

期間は総合計画との整合性を図るため１０年間として策定し、基本計画期間である

５年ごとに定期見直しを行うことを原則とします。 

また、総合計画の見直しや、本市を取り巻く社会情勢や産業動向・経済環境の変

化を踏まえて、必要に応じて随時見直しを行います。 

本ビジョンの期間は令和４年度から令和７年度までの４年間とします 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

白井市第５次総合計画

前期基本計画 後期基本計画

白井市産業振興ビジョン



４ 全体像（案） 

⽩井市の産業振興ビジョンの全体像は以下のとおりです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

地域の底力で持続可能な未来を拓く魅力ある産業都市しろい 

各産業の望まれる姿 

具体的な施策・取組（実施計画事業） 
分野横断的な施策・取組 

・地域資源を活⽤した

観光資源の創出 

・魅⼒ある観光資源の

発掘 

 

 

 

 

 

・持続可能な農業経営

の推進 

・農産物の⾼付加価値

化やブランド化 

・農産物の販路や販売

形態の充実 

・だれもが農に親しめ

る環境づくり 

・地域特性を活かした

企業誘致（商業）の推

進 

・都市拠点である⽩井

駅・  井駅周辺の活

性化 

・雇⽤労働⽀援の推進

・経営⽀援・起業創業

⽀援の推進 

・地域特性を活かした

企業誘致（⼯業）の推進 

・産業拠点である⽩井

⼯業団地の活性化 

・多様な産業集積を活

かした異業種・異分野

交流 

・持続可能な⼯業経営

の⽀援 

【農業】 
農による多様な
交流が⽣まれ、
活 ⽤ す る こ と
で、発展する魅
⼒ある農業のま
ち 

【商業】 
地域の特性を活
かした商いによ
り、賑わいと交
流が創出される
商業のまち

【⼯業】 
市の強みを活か
した⽣産活動に
より、地域と共
に持続的に発展
する⼯業のまち

【観光】 
魅⼒あふれるも
のにより、来て・
⾒て・周りたく
なる観光のまち 
 


